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覧古考新01 1971年

最近分子科学（Molecular Science ）という言葉が研究者の間で用いられ、“分子科学”という標題での特定研究も、
文部省科学研究費の援助の下に活動しており、“分子科学研究所” 設立への動き、分子科学の発表誌の計画なども論
じられている。若手研究者の間では、分子科学の夏の学校がここ数年間開催され成果をあげている。物理学の一つの
主流をなしている物性論という分野の立て方や名前が日本製のものであるように、分子科学も日本製の概念なのであ
る。
分子科学はその名称を広く解釈すれば、化学のほとんど大部分、物理の一部分および、生物学の一部分を含むこと
になるであろうが、われわれはこの言葉をかなり限定した意味で使っている。それは簡単にいえば現代の新しい物理
および化学の方法によって、分子（および分子の集合体）の構造や振舞いを電子的な立場から研究する分野である。

…………………………
近年分子生物学と呼ばれる分野が急激に発展し、核酸たんぱく質などの分子構造をもとにして、遺伝など生命現象
の基本的な解明が進んでいるが、その今後の発展のためにも分子科学のになう任務は少なくない。
要するに、近年の物理学、化学の新しい研究方法を集中して分子の内奥までの構造と性情を探り、化学自身および
物理学、生物学などの関連部門の発展に寄与するとともに、レーザー、有機半導体その他多くの工業的応用の基を作
ろうというのが分子科学のねらいである。
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